
 12月例会のご案内  
 

報告者の運営する学部ゼミ生が企画・制作した研究誌『西洋通信』（2025年10月発行）

の内容（研究者へのインタビュー／西欧「国民料理」の調理実践／映画評・書評など）を基

に、パブリックヒストリーの知見を踏まえた教育方法について報告します。あわせて学生

自身が雑誌制作を通じて研究内容をいかに刷新できたか議論します。ぜひご参加下さい。 

 

 

 

 

 
 

 

 
 

【日時】 2025年 12月 14日（日）15時～ 
  

【会場】 名古屋大学文学部 1階 第 237教室 
※地下鉄名古屋大学駅１番出口から西へ徒歩２分程度 

 

 

◇報告は会場で行われますが、オンライン（Zoom）でもその模様を視聴し、討論に参加でき   

ます。ご希望の方は、事前に下のＵＲＬから実名で登録してください。 

 

https://us02web.zoom.us/meeting/register/vlP6HLxTSuWvKOWrNKSOIg 

 

◇会員でなくても参加できます（参加費等は必要ありません）。 

 

 

名古屋歴史科学研究会 

rekikaken@hotmail.com 

 

〔報告者〕門間卓也氏 （愛知学院大学文学部歴史学科） 

西洋近現代史ゼミ生 （学部３年） 

〔題 目〕 

パブリックヒストリーとしての雑誌制作の試み 
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